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回線/VCのプロビジョニングの概要
Cisco EPN Managerは、キャリアイーサネット（CE）、オプティカル/DWDM、L3VPN、回線
エミュレーション、セグメントルーティング、MPLSトラフィックエンジニアリングなどのさ
まざまな技術に対応した回線/VCのプロビジョニングをサポートしています。ほとんどの場合、
回線は複数のデバイスにまたがっています。回線をプロビジョニングするには、複数のデバイ

ス間で設定を変更する必要があります。Cisco EPN Managerには、回線に参加する複数のデバ
イス間で必要な設定変更を行えるプロビジョニングウィザードが用意されています。

プロビジョニングウィザードは、必要なすべての情報をステップバイステップのアプローチ

で収集し、すべてのデバイスに必要な設定を生成します。ユーザーは、各デバイスについて生

成された設定を確認し、サービスパラメータに変更を加えるか、設定をデバイスに展開するか

を選択できます。

設定の変更は、「アトミック」トランザクションとして参加デバイスに展開されます。Cisco
EPNManagerは、これらの操作をすべてまとめて実行するか、まったく実行しないかのどちら
かのベストエフォートを試みます。「アトミック」トランザクションの概念を実装するため、

Cisco EPN Managerは、プロビジョニング中の障害からの回復に役立つロールバック機能を備
えています。
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複数のデバイスを設定するときに、いずれかのデバイスで設定が失敗した場合、Cisco EPN
Managerは、これまでにすべての参加デバイスで行われた設定変更をロールバックするための
ベストエフォートを試みます。デバイスの設定状態は、プロビジョニング操作が試行される前

と同じ状態に復元されます。

サポートされているキャリアイーサネット VC
キャリアイーサネット（CE）ネットワークでは、データは、さまざまなサービスタイプの属
性と定義に従って、ポイントツーポイントおよびマルチポイントツーマルチポイントのイーサ

ネット仮想コネクション（EVC）およびオペレータ仮想コネクション（OVC）にわたって転送
されます。サービスタイプには、E-Line、E-LAN、E-Tree、E-Access、および EVPNバーチャ
ルプライベートワイヤサービスがあります。

EVCタイプにはそれぞれ、ポートベースのサービスと VLANベースのサービスがあります。
これらは、UNIで使用されるサービス識別の方法によって区別されます。すべてを 1つのバン
ドル UNIにまとめて使用する EVC（ポートベース）のことを「プライベート」と呼びます。
一方、サービス多重化された UNIを使用する EVC（VLANベース）のことを「バーチャルプ
ライベート」と呼びます。

E-Line、E-LAN、およびE-Treeサービスでは、各EVCはCEサービスフレームの形式で、UNI
（ユーザーネットワークインターフェイス）から UNIにデータを運びます。この場合は UNI
が、サービスプロバイダの責任とサブスクライバーの責任を分ける物理的な責任分界点になり

ます。E-Accessオペレータ仮想コネクション（OVC）では、ENNI（外部ネットワークネット
ワークインターフェイス)におけるサービスプロバイダ間の相互接続が可能になります。この
場合はENNIが、相互接続している 2つのサービスプロバイダの責任を分ける物理的な責任分
界点になります。

各 EVCは豊富な属性セットを使用して設定できます。属性には、帯域幅プロファイル（認定
情報レート - CIR、過剰情報レート - EIR、認定バーストサイズ - CBS、過剰バーストサイズ -
EBS）、複数のサービスクラス、アプリケーション指向のパフォーマンス目的、トラフィック
管理、転送ルールなどがあります。

Cisco EPNManagerは、次の EVCタイプの検出とプロビジョニングをサポートしています。そ
れぞれについては以降のトピックで説明します。

• E-Line（3ページ）：

• MPLS（エッジへ）

•シングルセグメントの疑似回線

•イーサネットアクセス：ローカル、G.8032、ICCP-SM

• E-LAN（5ページ）

• MPLS（エッジへ）

•シングルセグメントの疑似回線

•冗長疑似回線を備えた VPLS/H-VPLS
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•イーサネットアクセス：VPLSベース

• E-Tree（5ページ）：MPLS（エッジへ）

• E-Access（6ページ）：MPLS（エッジへ）

• EVPN仮想プライベートワイヤサービス（VPWS）（7ページ）

•マルチセグメント疑似回線（7ページ）

マルチポイント EVCのコアテクノロジー
E-LANまたは E-Tree EVCのコアテクノロジーは、VPLS（仮想プライベート LANサービス）
または H-VPLS（階層型 VPLS）のいずれかにできます。

• VPLS：MPLSネットワーク経由でイーサネットベースのマルチポイントツーマルチポイ
ント通信を提供するレイヤ 2 VPNテクノロジー。VPLSでは、疑似回線を介してサイトを
接続することにより、地理的に分散したサイト間で、イーサネットブロードキャストド

メインを共有できます。ネットワークは、顧客のLANセグメントを接続して単一のブリッ
ジ型イーサネット LANを作成することによって、LANスイッチまたはブリッジをエミュ
レートします。

• H-VPLS：ネットワークを、MPLSコアを使用して相互接続される複数のエッジドメイン
に分割します。エッジデバイスはローカル U-PEデバイスのみを認識するため、大きい
ルーティングテーブルのサポートは必要ありません。H-VPLSアーキテクチャでは、イー
サネットマルチポイント、ポイントツーポイントレイヤ 2 VPNサービスだけでなく、レ
イヤ 3 VPNサービスへのイーサネットアクセスも可能にする柔軟なアーキテクチャモデ
ルを提供するため、サービスプロバイダは、単一の高速アーキテクチャに複数のサービス

を提供できます。

E-TREE EVCでは、H-VPLSは冗長性をサポートします。2つのハブは、すべてのトラフィッ
クが通過するコネクタとして機能します。プライマリハブに障害が発生すると、トラフィック

はバックアップハブに切り替えられます。コアテクノロジーとしての H-VPLSでは、E-Tree
のルートとリーフ間に直接接続がありません。リーフ間通信を回避するために、H-VPLSはス
プリットホライズン機能とともに使用されます。

VPLSがコアテクノロジーとして使用される場合、冗長性はサポートされず、ルートとリーフ
間に直接接続があります。ハブはルートに配置されます。これは、ルートがハブのロールを引

き受けることを意味します。

E-Line
E-Lineは、ポイントツーポイント EVCに基づいたイーサネットサービスを指します。2種類
の E-Line VCがあります。

•次の特性を持つイーサネット専用回線（EPL）

•ポートベース
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• 2つの UNI間でポイントツーポイント EVCを使用して、サービスフレーム、ヘッ
ダー、およびほとんどのレイヤ2プロトコルが送信元と宛先のUNIで同一になるよう
に高度な透明性を提供します。

•すべてのCE-VLANIDが 1つのEVCにバンドルされている、すべて対 1のバンドル。
サービスの多重化はありません。

L2VPNサービスは、サブインターフェイスまたはサービスインス
タンスで設定されている場合にのみ検出され、メインインター

フェイスではサポートされません。

（注）

•次の特性を持つイーサネット仮想専用回線（EVPL）

• VLANベース

• 2つの UNI間でポイントツーポイント EVCを使用しますが、EPLのように完全な透
明性を提供しません。つまり、すべてのレイヤ2制御プロトコルがUNIで廃棄されま
す。

•サービスの多重化が可能です。つまり、複数の EVCを UNIでサポートすることがで
きます。

E-Lineサービスの制限事項を次に示します。

•昇格後の E-lineサービス用MEPグループの割り当ては、サービスの作成中に見られる状
況と一致しない場合があります。

• E-lineサービス用MEPグループは、デバイス名の辞書順に基づいて割り当てられます。

• XConnectは、CFMに登録する前に起動する必要があります。これはデバイスの動作です。
PWまたはネイバーがすでに確立されている場合にのみ、DOWNサービスの CFMの詳細
がビュー 360に表示されます。

•疑似回線 IDがすでにサービスに割り当てられている場合、そのサービスがアクティブで
なくなった場合でも、その IDを再利用することはできません。すでに割り当てられてい
る疑似回線 IDを再利用するには、「numberresourcepoolallocation」テーブルでその IDの
inuseフラグを手動で0にリセットする必要があります。このための手順を次に示します。

• rootユーザーとして Cisco EPN Managerへの SSH接続を開始します。

•次のファイルで、<value>を必要な数字に置き換えて、EPLを使用できるようにしま
す。

sh /opt/CSCOlumos/bin/sql_execution.sh "update numberresourcepoolallocation set inuse=0
where value=<value>"
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E-LAN
E-LANは、マルチポイントツーマルチポイント EVCに基づくイーサネットサービスを意味し
ます。E-LAN VCには、次の 2つのタイプがあります。

•イーサネットプライベート LAN（EP-LAN）、次のような特長がある

•ポートベース

• UNIでの全対 1バンドリング

•透過的、CE-VLAN IDと PCPビットの操作なし

• EP-LANマルチポートの透過性は EPLより複雑

L2VPNサービスは、サブインターフェイスまたはサービスインス
タンスで設定されている場合にのみ検出され、メインインター

フェイスではサポートされません。

（注）

•イーサネット仮想プライベート LAN（EVP-LAN）、次のような特長がある

• VLANベース

•サービスの多重化とバンドリングを許可

E-LANサービスの制限事項を次に示します。

• XRデバイスの場合、プローブ名には一意のプローブ IDが含まれている必要があります
（PM2_<probeid>_*）。

•昇格中にサービス（ELAN/ETREE）に対してCFMが無効になっている場合でも、MEPグ
ループを提供する必要があります。

• localhostと hairpinは、E-LANではサポートされていません。

E-Tree
E-Tree VCは多数のUNIを接続するルーテッドマルチポイントVCで、サイトにハブアンドス
ポークマルチポイント接続を提供します。各 UNIは、ルートまたはリーフとして指定されて
います。ルートUNIは、すべてのリーフUNIと通信できます。リーフUNIは、ルートUNIと
だけ通信でき、他のリーフ UNIとは通信できません。

E-TreeVCは、単一のサービスインスタンスを提供するために必要なUNI間の分離を提供しま
す。この場合、さまざまな顧客（それぞれリーフ UNIを持つ）が 1つ以上の UNIを持つ JSP
に接続します。複数のルート UNIがあることは、ロードシェアリングと復元力のスキームに
とって有用です。

E-Tree VCには 2つのタイプがあります。
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•イーサネットプライベート TREE（EP-TREE）：次の特性があります。

•ルーテッドマルチポイント、ポートベース。
• UNIでの全対 1バンドリング。
•複数の EPLを使用した一般的なハブアンドスポーク構成よりも単純である。ハブの
機能はルート UNIによって実行されます。

•主なレイヤ 2制御プロトコルの CE-VLANタグの保持とトンネリングを提供する。
• CE-VLAN CoS保持をサポートする。

•イーサネット仮想プライベート TREE（EVP-TREE）：次の特性があります。

•ルーテッドマルチポイント、VLANベース。
•ハブサイトで多重化される複数の EVPLに対する代替手段を提供する。
•サブスクライバのUNIの1つ以上が他のサービス（たとえば、EVPLまたはEVP-LAN）
もサポートする場合に使用される。

E-Treeサービスの制限事項を次に示します。

• localhostと hairpinは、E-Treeではサポートされていません。

E-Access
イーサネットアクセスサービスにより、サービスプロバイダは、いずれかのサイトがサービ

スプロバイダの独自のネットワークの外部にある場合に、2つの顧客サイト間にオペレータ仮
想接続（OVC）を構築できます。このような場合、サービスプロバイダは、フランチャイズ
外 UNIに到達するためにローカル卸売アクセスプロバイダが提供する E-Accessサービスを使
用します。サービスプロバイダが ENNIで Eアクセスサービスに接続すると、トラフィック
は、オペレータ仮想接続（OVC）を介して ENNIとフランチャイズ外 UNIとの間で転送され
ます。

E-Accessの定義には、外部インターフェイスに関連する属性（この場合 ENNIとUNI）と、こ
れらの外部インターフェイスを関連付ける仮想イーサネット接続に関連する属性が含まれま

す。E-Accessサービスでは、ポイントツーポイント OVCを使用して、ENNIでの 1つの OVC
エンドポイントと、UNIでの 1つの OVCエンドポイントを関連付けます。

E-Access VCには 2つのタイプがあります。

•アクセス EPL：次の特性があります。

•プライベートまたはポートベース
• UNIごとに 1つの OVC
•すべての CE-VLAN IDが OVCにマッピングされる

•アクセス EVPL：次の特性があります。

• VLANベース
• UNIごとに複数の OVCが可能
•複数の CE-VLAN ID（ただし、すべてではない）が 1つの OVCにバンドルされる
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EVPN仮想プライベートワイヤサービス（VPWS）
EVPN-VPWSは、ポイントツーポイントサービス用の BGPコントロールプレーンソリュー
ションです。これにより、PEのペア間で EVPNインスタンスを確立するためのシグナリング
およびカプセル化技術が実装されます。EVPN-VPWSには、MACルックアップを使用せずに、
あるネットワークから別のネットワークにトラフィックを転送する機能があります。VPWS対
応の EVPNにより、ポイントツーポイントイーサネットサービスにおいてシングルセグメン
トおよびマルチセグメント PWをシグナリングする必要性がなくなります。EVPN-VPWSテク
ノロジーは、IP/MPLSコアで動作します。IPコアでは BGPがサポートされ、MPLSコアでは
エンドポイント間でのパケットのスイッチングがサポートされます。

マルチセグメント疑似回線

Cisco EPN Managerは、マルチセグメント疑似回線を使用するポイントツーポイント EPLおよ
び EVPLサービスの検出をサポートします。

マルチセグメント疑似回線ベースのサービス用のデバイスを設定するとき、CiscoEPNManager
は、設定の一部であるすべての疑似回線セグメントを 1つのサービスとして検出します。

このサービス用のデバイスを設定すると、Cisco EPNManagerの回線 360度ビューで [エンドポ
イント（Endpoint）]の下にマルチセグメント疑似回線のエッジエンドポイントを表示できま
す。CiscoEPNManagerの [オーバーレイ（Overlay）]タブと [マルチレイヤトレース（Multilayer
Trace）]タブには、マルチセグメント疑似回線に参加しているすべてのNE（ヘッド、ミッド、
テールなど）が表示されます。また、これらのタブには、基盤となる SRポリシーと、各疑似
回線セグメントによって設定および通過されるMPLSトンネルも表示されます。マルチセグメ
ント疑似回線サービスを設定する前に、次のデバイス設定があることを確認してください。

• GIを有効にする

logging <Server_IP> vrf default severity info port default
logging hostnameprefix <Server_IP>
snmp-server host <Server_IP> traps vrf
snmp-server host <Server_IP> traps version 2c public

• GIを介してインターフェイスのアップ/ダウンをサポートする

snmp-server traps l2tun sessions
snmp-server traps l2tun tunnel-up
snmp-server traps l2tun tunnel-down
snmp-server traps l2tun pseudowire status
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•マルチセグメント疑似回線は、すべての IOS XRデバイスで EVPLおよび EPLサービスの
検出をサポートします。プロビジョニングはサポートされません。

•これはサービス検出専用であるため、マルチセグメント疑似回線設定を使用したサービス
のプロモーションは無効になっています。

• MPLS-TEトンネルまたは SR-TEの優先パスを介してマルチセグメント疑似配線をマルチ
サービス保護（MSP）に関連付けると、関連付けられた Y.1731および Y.1564プロトコル
はサポートされません。ただし、マルチセグメント疑似配線で優先パスが指定されていな

い場合は、MSP経由で Y.1731および Y.1564サービスを使用できます。

（注）

EVPN ELANの可視化
EPNMは、XEプラットフォームと XRプラットフォームで構成される EVPN ELANシングル
ホーミング（RFC7432から）ネットワーク管理をサポートします。EVPNELANの可視化は検
出のみでサポートされており、プロビジョニングや昇格ではサポートされていません。

EVCのプロビジョニングでサポートされるネットワーク
構造

Cisco EPN Manager EVCと OVCはアクセスネットワークの組み合わせを通じてプロビジョニ
ングできます。エンドポイントは、MPLSルータ、イーサネットアクセススイッチ、または
Cisco ASR 9000ルータに接続された nVサテライトで直接設定できます。EVCは、異なるイー
サネットアクセスネットワーク、同じネットワーク、または同じデバイス上に、エンドポイ

ントを設定することができます。Cisco EPN Managerは、接続の作成に必要なだけの設定を行
います。

EVCは次のネットワークを介してプロビジョニングできます。

• MPLSドメイン：Cisco EPN Managerは、管理対象ネットワークに単一のMPLSドメイン
が含まれていると仮定します。どのルータも、ターゲットの LDPセッションを介して他
のルータと通信できます。または、MPLSトラフィックエンジニアリングまたはセグメン
トルーティングを使用してMPLSエンドツーエンド接続を実現することもできます。

•イーサネットアクセスネットワーク：Cisco EPNManagerは、中央のMPLSドメインに接
続されたイーサネットアクセスネットワークを介して EVCをプロビジョニングできま
す。ネットワークはシステムによって検出されます。G.8032アクセスリングまたはICCP-SM
リンクを介して EVCをプロビジョニングできます。次のものがアクセスネットワークの
候補になります。

• G.8032リング。これには、MPLSドメインを横断する EvCの作成を可能にするルー
タが含まれている必要があります。

• G.8032オープンリング。これはリンクのシーケンスを意味します。
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• Cisco ASR 9000 nVサテライトトポロジ：Cisco EPNManagerは、Cisco ASR 9000ホストに
接続されたシングルホーム nVサテライトデバイスで EVCを設定できます。

サービスの検出とプロビジョニングをサポートする場合、Cisco EPN Managerはアクセスネッ
トワークでトポロジを検出する必要があります。正常に検出するためには、次の前提条件を満

たしている必要があります。

• ICCP-SMの場合、LACPを使用して LAGを設定する必要があります。
• G.8032の場合、CDPまたは LLDPをリングポートで設定する必要があります。

サポートされる光回線
ここでの回線とは、2つ以上の接続終端ポイント（CTP）間のエンドツーエンド接続を表しま
す。回線は、交互に出現する一連のクロス接続とリンク接続で構成されます。最も単純な形式

では、回線は単一のクロス接続で構成されます（回線が同じNE上の 2つのCTP間で定義され
ている場合）。回線は、双方向または単方向にでき、ポイントツーポイントまたはポイント

ツーマルチポイントにでき、保護付きまたは保護なしにできます。

Cisco EPNManagerは、高密度波長分割多重（DWDM）光チャネル（OCH）回線タイプのプロ
ビジョニングと、光転送ネットワーク（OTN）回線タイプのプロビジョニングをサポートしま
す。DWDMの光技術は、既存の光ファイババックボーン上の帯域幅を広げるために使用され
ます。これは同じ光ファイバ上で異なる波長の複数の信号を同時に結合して送信します。実際

には、1つの光ファイバが複数の仮想光ファイバに変換されます。

Cisco EPN Managerは、次の光回線タイプをサポートします。

•高密度波長分割多重（DWDM）回線（10ページ）

• Optical Channel Network Connection（OCHNC）WSON（10ページ）
•光チャネルクライアント接続（OCHCC）WSON（10ページ）
•光チャネル（OCH）トレイルWSON（10ページ）
• IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを直接接続する光チャネル（OCH）トレー
ル（11ページ）

• NCS 2000デバイス経由で IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを接続する光
チャネル（OCH）トレール（11ページ）

• NCS1002、NCS55xx、およびASR9Kデバイスを接続する光チャネル（OCH）トレー
ル（12ページ）

•光チャネル（OCH）トレールのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（UNI）
（12ページ）

• Spectrum Switched Optical Network（SSON）回線（13ページ）

•管理対象プレーン回線（14ページ）

•光トランスポートネットワーク（OTN）回線（14ページ）

•光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（ODUUNI）
（15ページ）
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•光チャネルデータユニット（ODU）トンネル（16ページ）
• Optical Channel Payload Unit（OPU）Over Optical Channel Data Unit（ODU）（16ペー
ジ）

•光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（ODUUNI）
ヘアピン（17ページ）

•光チャネルデータユニット（ODU）（17ページ）

高密度波長分割多重（DWDM）回線
以降のトピックでは、さまざまな光チャネル（OCH）およびメディアチャネル（MCH）回線
タイプについて説明します。

Optical Channel Network Connection（OCHNC）WSON

OCHNCWSON回線は、指定されたCバンド波長で 2つの光ノード間の接続を確立します。こ
の接続は、波長選択スイッチ、マルチプレクサ、デマルチプレクサ、および挿入/分岐カード
上に存在するポートを介して行われます。OCHNC WSON回線では、波長が送信元 OCHポー
トから DWDMシステムに入り、DWDMシステムから送信先 OCHポートに出ます。

光チャネルクライアント接続（OCHCC）WSON

OCHCC WSON回線は、OCHNC WSONを拡張して、TXP/MXPカードの送信元クライアント
ポートから宛先クライアントポートへの光接続を作成します。OCHCCWSON回線は、DWDM
システムを通過する実際のエンドツーエンドクライアントサービスを表します。各 OCHCC
WSON回線は、トランスポンダ（TXP）、マックスポンダ（MXP）、GE_XP（レイヤ1DWDM
モード）、10GE_XP（レイヤ 1 DWDMモード）、または ITU-Tラインカード上のクライアン
トまたはトランクポートのペアに関連付けられています。OCHCCWSON回線は、スプリッタ
保護を単一の保護回線として管理できます。ただし、Y字型ケーブル保護の場合は、2つの
OCHCC WSON回線と 2つの保護グループが必要です。

Cisco EPN Managerは、OCHCCWSON回線により接続されている Cisco NCS 2000シリーズデ
バイスと Cisco IOS-XRデバイスとの間の LMPリンクを検出できます。

（注）

光チャネル（OCH）トレイルWSON

OCHトレイルWSON回線は、OCHCC WSON回線を転送します。OCHトレイルWSON回線
は、トランスポンダ（TXP）、マックスポンダ（MXP）、GE_XP、10GE_XP、または ITU-T
ラインカードの送信元トランクポートから宛先トランクポートへの光接続を作成します。

OCHトレイルWSONは、2つのカード間の共通接続を表し、その上にクライアント OCHCC
WSON回線、SVLAN回線、または STS回線がすべて搭載されています。OCHCCWSONが作
成されると、対応する OCHトレイルが自動的に作成されます。2つの TXP、MXP、GE_XP、
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または 10GE_XPカード間に OCHCCWSONが作成されると、CTC内に 2つの回線が作成され
ます。次のものがあります。

• 1つの OCHCC WSON（クライアントポートエンドポイント側）
• 1つの OCHトレイルWSON（トランクポートエンドポイント側）

2つの TXPPカード間または 2つのMXPPカード間にOCHCCWSONが作成されると、CTC内
に 3つの回線が作成されます。次のものがあります。

• 1つの OCHCC WSON（クライアントポートエンドポイント側）
• 2つの OCHトレイルWSON（トランクポートエンドポイント側）。1つは作業用、もう
1つは保護トランク用です。

IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを直接接続する光チャネル（OCH）トレール

Cisco EPN Managerは、直接接続された IOS-XRプラットフォームベースのデバイスのトラン
クポート間の OCHトレール回線を検出してプロビジョニングできます。

これらの回線には固定ルートがあり、サポートされているオプションの数は限られています。

詳細については、IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを直接接続するOCHトレール回
線の作成とプロビジョニングを参照してください。

回線のプロビジョニングを有効にするには、デバイスのトランクポート間でマネージドリンク

を作成する必要があります。

OCHトレールハイブリッド回線は、Cisco IOS-XRデバイスと Cisco NCS 2000シリーズデバイ
スを接続します。Cisco EPN Managerでこうした回線を検出できるようにするには、回線のト
ランクポートを、手動リンクを介して接続するか、または Cisco NCS 2000シリーズデバイス
のパッシブユニットへの LMPリンクを介して接続する必要があります。

このタイプの光回線では、プロビジョニングはサポートされません。（注）

OCH-Trailハイブリッド回線は、Cisco SVOネットワークを介して Cisco IOS-XRデバイスを別
の Cisco IOS-XRデバイスに接続します。Cisco EPN Managerは、Cisco SVOデバイスのパッシ
ブユニットへのいずれかの手動リンクを介して、トランクポートを接続する必要がある回線を

プロビジョニングできます。EPNMでのこのような回線の検出はサポートされていません。

NCS 2000デバイス経由で IOS-XRプラットフォームベースのデバイスを接続する光チャネ
ル（OCH）トレール

Cisco EPN Managerは、NCS 2000 DWDMネットワーク経由で接続された IOS-XRプラット
フォームベースのデバイスのトランクポート間の OCHトレイル回線を検出できます。

これらのOCHトレイル回線は読み取り専用であり、関連するメディアチャネルNC回線がNCS
2000デバイスで作成または削除されると、自動的に作成および削除されます。

この回線には次の前提条件があります。
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•各 NCS 1004のトランクポートと NCS 2000のパッシブポートとの間に LMPリンクを作成
する必要があります。詳細については、GMPLSおよびWSONのプロパティの構成を参照
してください。

LMPの終端のタイプは「NCS 1004シグナリング」である必要があります。

• NCS 1004のクライアントポートとトランクポートをアクティブにする必要があります。
詳細については、光インターフェイスのプロビジョニングを参照してください。

•メディアチャネル NCは、NCS 2000デバイスのパッシブポート間を、 EPNMを使って、
プロビジョニングする必要があります。この回線をプロビジョニングすると、NCS 1004
の関連するトランクポートも表示されます。中間の NCS 1004デバイスは、この回線の再
生器として使用できます。

NCS 4000デバイスがOTU4ペイロードを使用してNCS 1000のクライアントポートに接続され
ている場合は、TEリンクが検出され、ODUトンネル回線ルーティングに使用できます。

NCS 1002、NCS 55xx、および ASR 9Kデバイスを接続する光チャネル（OCH）トレール

Cisco EPN Manager次のデバイスから OCHトレール回線を検出できます。

• NCS 1002デバイスの送信元トランクポートから別の NCS 1002デバイスの宛先トランク
ポートへ。

• NCS 55xxデバイスの送信元トランクポート（NCS55-6X200-DWDM-Sカード上のトラン
クポート）から別の NCS 55xxデバイスの宛先トランクポートへ。

• ASR 9Kデバイスの送信元トランクポート（ASR9K-400G-DWDM-TR上のトランクポー
ト）から別の ASR 9Kデバイスの宛先トランクポートへ。

これらの各デバイスのトランクポートは、NCS2Kデバイスのパッシブユニットへの手動リン
クによって接続する必要があります。手動リンクが終端される場合、NCS 2Kネットワークの
パッシブユニットのポート間の前提条件として、OCH-NC回線が作成される必要があります。

このタイプの光回線では、プロビジョニングはサポートされません。（注）

光チャネル（OCH）トレールのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（UNI）

OCHトレール UNI回線は、次のデバイス間の接続を確立します。

• Cisco NCS 2000シリーズデバイスと Cisco NCS 4000シリーズデバイス。Cisco NCS 2000
シリーズのデバイスで構成され、Cisco NCS 4000シリーズのデバイスで終端する DWDM
ネットワークのエンドツーエンドの構成を提供します。OCHトレールのUNI回線がCisco
NCS4016ネットワーク要素で作成されると、対応するOCHNC回線がCiscoNCS2006ネッ
トワーク要素で作成されます。
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OCHNC回線を変更または削除することはできません。（注）

• UNI-Cおよび Cisco NCS 2000シリーズデバイスとして機能する Cisco NCS 1000シリーズ
デバイスは、UNI-Nとして機能します。OCHトレールUNI回線は、ソースNCS1002ノー
ドの NCS 1002トランクインターフェイス（UNI-C）を起点とし、宛先 NCS 2000シリー
ズノードのNCS 2000シリーズインターフェイス（UNI-N）を終端として、光接続を作成
します。OCHトレール UNI回線の前提条件として、NCS 2000シリーズノードの光チャ
ネルアド/ドロップNCS 2000シリーズインターフェイスと、NCS 1002ノードのNCS 1002
インターフェイスとの間に、リンク管理プロトコル（LMP）リンクを作成する必要があり
ます。GMPLSおよびWSONのプロパティの構成を参照してください。

Cisco EPNManagerは、ソフトウェアバージョン 6.3.2で実行され
ている NCS 1002デバイスを起点とする OCHトレール UNI回線
を検出します。

（注）

LMPリンクは、番号付きリンクまたは番号なしリンクのいずれかです。番号なしリンク
には IPアドレスがありません。

•番号なしリンクの場合、Cisco EPN Managerによって、必要な明示的パスオブジェク
トが、ソースデバイスであるNCS1000シリーズデバイスに作成されます。このデバ
イスには 2つの制約が含まれます。1つはソースのピア NCS 2000シリーズデバイス
に対するもので、もう1つは宛先デバイスに対するものです。必要に応じて、さらに
制約を追加できます。

•番号付きリンクの場合、デフォルトの明示的パスオブジェクトは必要ありません。制
約を追加する場合は、最初に明示的パス内でソースのNCS 2000シリーズノードを指
定する必要があります。これはノードがOCHトレールUNI回線のソースエンドポイ
ントとして選択されている場合でも同様です。ソースのNCS 2000シリーズノードを
最初の制約として追加しないと、NCS 2000シリーズノード上に対応する OCHNC回
線が作成されません。

•

同じ OCHトレール UNI回線で番号付きリンクと番号なしリンク
の両方を使用することはできません。

（注）

Spectrum Switched Optical Network（SSON）回線

SSON回線を使用すると、スパン内で 96を超えるチャネルを提供できます。SSON機能を使用
すると、回線をメディアチャネルグループ内に作成した場合に、回線が互いに近くに配置さ

れます。回線間の最小間隔は 50 GHzです。

回線/VCの検出およびプロビジョニングの概要
13

回線/VCの検出およびプロビジョニングの概要

Spectrum Switched Optical Network（SSON）回線

bk_cisco_epnm_7_0_0_user_and_administrator_guide_ga_chapter13.pdf#nameddest=unique_514


SSON回線を作成できるのは、ソースノードと宛先ノードにSSONパッケージがインストール
されている場合のみです。

既存の OCHNC、OCHCC、および OCHトレール回線は SSON回線にアップグレードできませ
ん。

（注）

Cisco EPN Managerは、次の SSON回線をサポートしています。

•メディアチャネル回線：メディアチャネル（MCH）は、使用可能な任意の周波数（フレ
キシブル周波数）で動作し、2つの光ノード間の接続を確立します。スペクトルの連続す
るセクションがソースノードと宛先ノードの間に割り当てられます。MCHには、割り当
てられた光帯域幅に関する情報が含まれています。メディアチャネルには次の3つのモー
ドがあります。

•メディアチャネルトレール：MCHトレール SSON回線は、MCHCC SSON回線を転
送します。これらの回線は、（キャリアトレールに基づいて）同じ場所にある TXP
のトランクポート間に光接続を作成します。

•メディアチャネルネットワーク接続（MCHNC）：MCHNC SSON回線は、（キャリ
アに基づいて）フィルタポート間に光接続を作成します。

•メディアチャネルクライアント接続（MCHCC）：MCHCC回線は、同じ場所にある
TXPのクライアントポート間に光接続を作成します。

•メディアチャネルグループ（MCHG）：MCHGは、1つ以上のメディアチャネルを含め
ることができるコンテナです。メディアチャネルをまとめてグループ化するとスペクトル

効率が高まります。OCH回線と比べて、より近い間隔で回線を作成できます。MCHGが
Cバンド全体をカバーしている場合は、メディアチャネルの最大数を単一のファイバで達
成できます。

管理対象プレーン回線

SVOデバイスでは、Cisco EPNMは管理対象プレーンのプロビジョニングをサポートします。
SVOデバイスについては、SVOデバイスの追加を参照してください。SVOデバイスでOCH-Trail
と OCH-CCをプロビジョニングできます。OCHCCおよび OCH-Trail回線を作成してプロビ
ジョニングするには、OCH回線の作成とプロビジョングを参照してください。

光トランスポートネットワーク（OTN）回線
OTNは、ネイティブプロトコルに関係なく、データの既存のフレームをカプセル化する方法
であるデジタルラッパーを指定し、SDH/SONETで使用されるものと同様の光データユニット
（ODU）を作成します。OTNは、SDH/SONETのネットワーク管理機能を波長ベースで提供し
ます。ただし、デジタルラッパーは、フレームサイズの面で柔軟性があり、データの複数の

既存のフレームを、多波長システムのオーバーヘッドを低く抑えて効率的に管理できる単一の

エンティティにラッピングできます。
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OTNの指定には、フレーミング規則、非侵入パフォーマンスモニタリング、エラー訂正
（FEC）、レート適応、多重化メカニズム、リング保護、および波長ベースで動作するネット
ワーク復元メカニズムが含まれます。

デジタルラッパーのキー要素は、マージンの改善と光リーチの拡張のためにパフォーマンスを

向上させる前方誤り訂正（FEC）メカニズムです。

OTNアーキテクチャは、ITU-T G.872に準拠しています。OTN回線は、Resource Reservation
Protocol（RSVP）シグナリングを使用して、イングレスとイーグレスのノード間に静的または
動的に確立できます。OTN回線は、トランジット LSRを介してスイッチされるイングレスと
イーグレスのラベルスイッチルータ（LSR）間のラベルスイッチドパス（LSP）として確立
および保守されます。リクエストがユーザーインターフェイスから送られて来た場合、LSPは
ソフト常時接続（SPC）として確立される場合があります。

以下に OTN回線のタイプを示します。

•光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（ODU UNI）
（15ページ）

•光チャネルデータユニット（ODU）トンネル（16ページ）
• Optical Channel Payload Unit（OPU）Over Optical Channel Data Unit（ODU）（16ページ）
•光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（ODUUNI）ヘ
アピン（17ページ）

•光チャネルデータユニット（ODU）（17ページ）

光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（ODU UNI）

ODUは、ネットワーク入力から出力にクライアント信号を伝送するために定義されたトラン
スポートコンテナです。ODUは、クライアントデータのペイロードエリア、およびパフォー
マンスのモニタリングと障害管理を提供します。ODUのペイロードエリアには、クライアン
トとして単一の非 OTN信号または複数の低速 ODUを含めることができます。ODU UNI回線
は、OTNアーキテクチャを通過する実際のエンドツーエンドのクライアントサービスを表し
ます。

オープンエンドの ODU UNI

オープンエンドのODUUNI回線では、一方または両方のエンドポイントを、クライアントペ
イロードコントローラではなく ODUサブコントローラに接続することができます。

Cisco EPN Managerは次の 3種類のオープンエンド ODU UNIをサポートしています。

•送信元インターフェイスのみが ODUサブコントローラである
•宛先インターフェイスのみが ODUサブコントローラである
•送信元インターフェイスと宛先インターフェイスの両方が ODUサブコントローラである

オープンエンドの ODU UNI回線を作成するには、デバイスを Cisco EPN Managerに追加する
前に、デバイスに ODUサブコントローラを設定する必要があります。デバイス上の ODUサ
ブコントローラを設定するには、controller odukコマンドを使用します。

回線/VCの検出およびプロビジョニングの概要
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例：Cisco NCS 4000デバイスで ODUサブコントローラを設定する

この例では、2つの ODU0サブコントローラが ODU1コントローラに設定されています。
RP/0/RP0:router#conf
RP/0/RP0:router(config)# controller ODU10/1/0/1
RP/0/RP0:router(config-odu1)# tsg 1.25G
RP/0/RP0:router(config-odu1)# ODU0 tpn 1 ts 1
RP/0/RP0:router(config-odu1)# ODU0 tpn 2 ts 2
RP/0/RP0:router(config-odu1)#commit

ODUサブコントローラがデバイス上で正しく設定されていることを確認するには、次のよう
にします。

RP/0/RP0:router#sh controllers ODU0 ?
0/1/0/0 ODU0 Interface Instance
0/1/0/1/10 ODU0 Interface Instance
0/1/0/1/20 ODU0 Interface Instance
R/S/I/P Forward interface in Rack/Slot/Instance/Port format

デバイス上で ODUサブコントローラを設定したら、デバイスを Cisco EPN Managerに追加す
る必要があります。これで、ODU0 0/1/0/1/10および ODU0 0/1/0/1/20サブコントローラがイン
ベントリで使用可能であることを確認できます。

光チャネルデータユニット（ODU）トンネル

ODUトンネル回線は、ODU UNIを転送します。ODUトンネルは、トラフィックエンジニア
リング（TE）リンクに接続されている 2台の Cisco NCS 4000シリーズデバイス間の共通接続
を表します。ODU UNI回線が作成されると、対応する ODUトンネルが自動的に作成されま
す。

Optical Channel Payload Unit（OPU）Over Optical Channel Data Unit（ODU）

OPU over ODU回線は、2つの顧客指定施設間の高帯域幅ポイントツーポイント接続を提供し
ます。クライアント信号は、GCC0経由のインバンド管理を使用して OTNフレーミング構造
にマップされます。このような回線では、ODUUNI回線を使用して、クライアント信号がネッ
トワーク経由で伝送されます。OPU over ODU回線を作成してプロビジョニングするには、次
のタスクを実行する必要があります。

• Cisco EPN Managerを使用して、ODU UNI回線を作成します。ODU UNI回線の作成方法
については、OTN回線の作成とプロビジョングを参照してください。

• Cisco Transport Controller（CTC）を使用して、LMPリンクを作成し、OPU over ODU回線
で使用するデバイス上のリンクを有効にします。LMPの作成方法については、『OTNand
DWDM Configuration Guide for Cisco NCS 4000 Series』の「DLP-K27 Create an LMP Using
CTC」の項を参照してください。

• Cisco EPN Managerを使用して、LMPリンク対応デバイスとの OPU over ODU回線を作成
します。OPU over ODU回線の作成方法については、OTN回線の作成とプロビジョングを
参照してください。
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光チャネルデータユニットのユーザー/ネットワーク間インターフェイス（ODUUNI）ヘ
アピン

ODUUNIヘアピン回線はODUUNI回線に似ていますが、管理プレーンで作成され、ソースと
宛先は同じデバイスですが、インターフェイスが異なるイントラノード回線です。このタイプ

の回線では、2台のクライアントまたは 2台の ODUサブコントローラ間で接続が確立されま
す。

Cisco EPN Managerは、次のタイプの ODU UNIヘアピン回線をサポートしています。

•オープンエンドのクロス接続のない回線：このタイプの回線では、送信元と宛先の両方の
インターフェイスが OTUインターフェイスではありません。

•片側にオープンエンドのクロス接続を持つ回線：このタイプの回線では、送信元または宛
先のいずれかのインターフェイスが OTUインターフェイスになります。

•両側にオープンエンドのクロス接続を持つ回線：このタイプの回線では、送信元または宛
先の両方のインターフェイスが OTUインターフェイスになります。

光チャネルデータユニット（ODU）

光チャネルデータユニット（ODU）回線は、トラフィックエンジニアリング（TE）リンクに
接続されている 2台の Cisco NCS 2000シリーズデバイス間の共通接続を表します。ODUは
OTUコントローラのサブコントローラとして作成されます。ODUには、光チャネルをサポー
トするメンテナンス機能と操作機能の情報が含まれています。ODUのオーバーヘッド（OH）
情報が ODUペイロードに追加され、完全な ODUkが作成されます。ODUkの OHは、エンド
ツーエンドのODUkパスと6つのレベルのタンデム接続モニタリング専用の部分で構成されま
す。ODUkパスの OHは、ODUkが組み立ておよび分解される場所で終了します。TCMの OH
が追加され、送信元で終端されて、対応するタンデム接続にシンクします。

ODUクロス接続は、OTNネットワーク内の 2つの OTNポートまたはクライアントポート間
のエンドツーエンドチャネルです。Cisco EPNManagerは双方向 SNC-N保護を使用したODU
のクロス接続をサポートしています。

サポートされる回線エミュレーションサービス
回線エミュレーション（CEM）は、IPネットワークを介したプロトコルを選ばない伝送を提
供します。これにより、独自のアプリケーションまたはレガシーアプリケーションは、専用回

線のように接続先に透過的に伝送できます。従来の TDMネットワークでは、地理的に分散し
た場所間で多数の物理回線を保持して、TDMトランスポートを提供します。CEMを使用する
と、TDMエンドポイントを IP/MPLSコア上で接続できます。CEMでは、エンドポイントは
TDM回線に接続されますが、回線は使用可能な IP/MPLS接続がある各ローカルルータで終端
します。ルータは、IP/MPLSコア上の TDMフレームを回線エミュレーション（CEM）の疑似
回線（PW）経由で使用可能な IP/MPLS接続があるリモートエンドポイントに転送します。し
たがって、TDMエンドポイントは物理回線で直接接続されているかのように通信できます。
Cisco EPN Managerでは、次の CEMモードがサポートされています。

回線/VCの検出およびプロビジョニングの概要
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• Structure-Agnostic time-division multiplexing（TDM）over Packet（SAToP）：これは、着信
TDMデータが任意のビットストリームと見なされる非構造化モードです。ビットスト
リームに適用される可能性がある構造は無視されます。SAToPでは、TDMビットスト
リームが PSN経由の疑似回線（PW）としてカプセル化されます。

• Circuit Emulation over Packet（CEP）：このモードは、MPLSプロバイダを介して同期光
ネットワーク/同期デジタル階層（SONET/SDH）回線とサービスをエミュレートするため
に使用されます。パケット指向ネットワークでSONET/SDH回線を伝送するために、同期
ペイロードエンベロープ（SPE）またはバーチャルトリビュタリ（VT）はフラグメント
に分割されます。CEPヘッダーと必要に応じて RTPヘッダーが各フラグメントの前に付
加されます。

• Circuit Emulation Service over Packet SwitchedNetwork（CESoPSN）：これは、構造化された
TDM信号が PWとしてカプセル化され、PSN上で送信される構造化モードです。有効な
タイムスロットのみを選択し、伝送のアイドルタイムスロットを無視します。したがっ

て、CESoPSNは、利用された帯域幅を保存できます。

Cisco EPN Managerは、回線がデータを送信できるレートに応じて次の CEMサービスタイプ
をサポートします。

• DS0：最大 64 Kbpsの伝送データレートの基本的なデジタル信号。

• T1およびE1：デジタル信号（DS）は、北米、韓国、および日本ではTキャリア、その他
の国では Eキャリアと呼ばれます。T1回線の最大伝送データレートは 1.544 Mbpsです。
E1回線の最大伝送データレートは、フレーム化モードでは1.984Mbps、非フレーム化モー
ドでは 2.048 Mbpsです。

• T3および E3：T3回線の最大伝送データレートは 44.736 Mbpsです。E3回線の最大伝送
データレートは 34.368 Mbpsです。T3または E3回線は、ペイロードで 672の DS0レベ
ルチャネルと 28の DS1レベルチャネルを伝送できます。

• VT 1.5：最大 1.728 Mbpsの伝送データレートのバーチャルトリビュタリネットワーク回
線。

• STS-1：最大 51.84 Mbpsの伝送データレートの同期転送信号。

• STS-3c：最大 155.52 Mbpsの伝送データレートの同期転送信号。

• STS-12c：最大 622.08 Mbpsの伝送データレートの同期転送信号。

• STS-48c：最大 2488.32 Mbpsの伝送データレートの同期転送信号。

• VC4：最大 155.52 Mbpsの伝送データレートを持つ同期転送モジュール

• VC4-4c：最大 622.08 Mbpsの伝送データレートを持つ同期転送モジュール

• VC4-16c：最大 2488.32 Mbpsの伝送データレートを持つ同期転送モジュール。

• VC11：最大 1.7 Mbpsの伝送データレートを持つ仮想コンテナ回線。

• VC12：最大 2.2 Mbpsの伝送データレートを持つ仮想コンテナ回線。
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IOS-XEデバイスでは、ポイントツーポイントサービスで l2vpn xconnectコマンドを使用
します。

（注）

サポートされている L3VPNサービス
MPLSレイヤ 3 VPNはプライベート IPネットワークを形成します。顧客はプロバイダエッジ
（PE）ルータの IPピアとして機能するカスタマーエッジ（CE）ルータを介してネットワーク
に接続します。

仮想ルーティングおよび転送（VRF）

PEでは、仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスがL3VPNサービスのトラフィッ
ク転送専用の仮想 IPルータとして機能します。VRFは、マルチプロトコルボーダーゲート
ウェイプロトコル（MP-BGP）を介して相互にルートを学習し、MPLSを使用してトラフィッ
クを転送します。

VPNは少なくとも 1つ、通常は複数の VRFで構成されます。Cisco EPN Managerは VPN IDを
使用して、単一の VPNを一緒に形成する VRFを検出します。VPN IDがプロビジョニングさ
れていない既存のネットワークを Cisco EPNManagerが検出すると、同じ名前のすべての VRF
を取得し、それらを 1つの VPNに関連付けます。バージョン番号プレフィックスと異なるサ
フィックスによる命名規則を使用するCiscoEPNプロビジョニングを使用して作成されたVPN
の場合、Cisco EPNManagerは異なるVRFを 1つのVPNに属しているものとして認識します。

一般に、さまざまな命名規則を受け入れるように設定できる正規表現があります。

ルートターゲット（RT）

VRF間の接続は VRFによってインポートおよびエクスポートされるルートターゲット（RT）
を使用して定義されます。Cisco EPN Managerは、フルメッシュ接続のセットアップを容易に
し、使用するルートターゲットを自動的に割り当てます。ルートターゲットは、AS番号また
は IPv4アドレスのいずれかのプレフィックス（フルメッシュプレフィックス、100 [681682]
など）で構成されます。プレフィックスは、ネットワーク内の既存のBGP自律システム（AS）
番号から選択することも、手動で入力することもできます。プレフィックスに続く2番目の番
号は Cisco EPN Managerによって自動的に割り当てられます。

あるいは、ルートターゲットを手動で選択することもでき、また、フルメッシュに加えてこ

れを行うこともできます。VPNの作成時にVPN内で使用するルートターゲットを入力する初
期画面が表示され、VRFごとにインポートおよびエクスポートするルートターゲットを選択
できます。また、ルートターゲットを使用するアドレスファミリ（IPv4または IPv6）も指定
します。これは、他の VPNで使用されるルートターゲットをインポートすることによって、
エクストラネットを設定する場合などに使用できます。

ルートの再配布

PEと CEの間で交換されるルートは、リモートエンドポイントが各 VRFで到達できるプレ
フィックスがわかるようにMP-BGPルーティングプロトコルに再配布する必要があります。
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ルートの再配布を制御するため、Cisco EPNManagerでは必要なプロトコル（OSPF、静的、接
続済み、または RIP）、プロトコルのメトリック値、および必要に応じて適用可能なルートポ
リシーを定義できます。

エンドポイント

Cisco EPNManagerは、イーサネットサブインターフェイス上の IPエンドポイントの作成をサ
ポートします。タグなしカプセル化の選択、あるいは 802.1qまたは 802.1adのカプセル化を使
用した、外部 VLANと、必要に応じて内部 VLANの指定をサポートします。エンドポイント
上の IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を指定できます。また、BGPおよび OSPFネイバー
の詳細を指定して、CEと PEの間で BGPおよび OSPFネイバーをプロビジョニングすること
もできます。

CiscoEPNManagerを使用してL3VPNサービスをプロビジョニングする方法については、L3VPN
サービスのプロビジョニングを参照してください。

サポートされているセグメントルーティングサービス
Cisco EPN Manageは、セグメントルーティングトラフィックエンジニアリング（SR-TE）ポ
リシーを使用して、EPLのプロビジョニング、EVPL、アクセス EPL、アクセス EVPLキャリ
アイーサネットのポイントツーポイントサービスをサポートしています。CEサービスの変更
時に SR-TEポリシーを変更できます。回線/VC 360*の [関連回線/VC（Related Circuits/VC）]
タブを使用して、このサービスに関連付けられた SRポリシーを表示できます。

サポートされているMPLSトラフィックエンジニアリン
グサービス

従来の IPネットワークでは、パケットはホップ単位で転送され、送信元から宛先までの各ルー
タでルートルックアップが実行されます。宛先ベースの転送メカニズムでは、ネットワーク内

のルータのペア間で使用可能な帯域幅は最適に使用されません。ほとんどの場合、最適でない

パスの IPネットワークでの利用率は低くなります。使用可能な帯域幅の非効率的な使用によ
るパケットドロップを回避し、より優れたパフォーマンスを得るために、トラフィックエン

ジニアリング（TE）が実装されています。TEは最適なトラフィックに従うように定義された
トラフィックを次善のパスに送信するため、ルータのペア間での帯域幅の使用率が向上しま

す。

マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）には、レイヤ 2テクノロジーとレイヤ 3テク
ノロジーが統合されています。MPLSドメインでは、一意のラベルがデータパケットに割り当
てられ、パケットはこれらのラベルに基づいて転送されます。これにより、ルーティングテー

ブルの複雑なルックアップが回避されます。MPLSは VCスイッチング機能を作成し、フレー
ムリレーや非同期転送モード（ATM）などの従来のネットワークを介して提供される場合と
比べても IPベースのネットワークサービスで同様のパフォーマンスを実現します。

回線/VCの検出およびプロビジョニングの概要
20

回線/VCの検出およびプロビジョニングの概要

サポートされているセグメントルーティングサービス

bk_cisco_epnm_7_0_0_user_and_administrator_guide_ga_chapter16.pdf#nameddest=unique_640
bk_cisco_epnm_7_0_0_user_and_administrator_guide_ga_chapter16.pdf#nameddest=unique_640


従来のレイヤ 2機能をレイヤ 3で使用可能にすることで、MPLSはトラフィックエンジニアリ
ングを可能にしています。MPLS TEを使用すると、MPLSバックボーンはレイヤ 2の TE機能
をレイヤ 3上に復元し、拡張できます。

MPLS TEは、バックボーン全体でラベルスイッチドパス（LSP）を確立および維持するため
に、Resource Reservation Protocol（RSVP）を使用します。LSPで使用されるパスは、LSPリ
ソース要件と、帯域幅や属性などのネットワークリソースに基づいています。使用可能なリ

ソースは、リンク状態ベースの内部ゲートウェイプロトコル（IGP）への拡張機能によってフ
ラッディングされます。Cisco EPN Managerは、使用可能な帯域幅をフラッディングし、ネッ
トワーク全体にステータス情報をリンクする IGPとしてOSPFをサポートします。この情報に
基づいて、入力（ヘッドエンド）ルータは、ネットワーク内の使用可能なすべてのリソースに

関する情報をトポロジとともに収集し、一連のMPLS対応ルータ間のネットワークを通じてト
ンネルを定義します。これは、制約ベースのルーティングと呼ばれています。最も短いパスが

過度に利用されると、IGPはトラフィックをこれらのLSPに自動的にルーティングします。ま
た、MPLS TEトンネルの明示的パスを作成およびプロビジョニングすることもできます。

Cisco EPNManagerは、パス、リンク、およびノードの障害に対するMPLS TEトンネルの完全
なパス保護メカニズムを提供します。セカンダリ LSPを確立することで、トンネルの TEトラ
フィックを伝送する保護 LSPを障害から保護します。保護された LSPに障害がある場合、送
信元ルータは、トンネルのトラフィックを一時的に伝送するセカンダリLSPをすぐにイネーブ
ルにします。セカンダリ LSPで障害が発生した場合は、セカンダリパスの障害がクリアされ
るまでトンネルのパス保護は機能しなくなります。

Cisco EPN Managerは、次のMPLS TEサービスタイプをサポートします。

•単方向 TEトンネル（Unidirectional TE Tunnel）（21ページ）
•双方向 TEトンネル（Bidirectional TE Tunnel）（21ページ）
• MPLS TE 3リンク（22ページ）

単方向 TEトンネル（Unidirectional TE Tunnel）
MPLS TEトンネルは、LSRペアを接続する単方向トンネルです。単方向トンネルが作成され
ると、MPLSネットワーク内の特定のパスに対応するトンネルにラベルが割り当てられます。
トラフィックはトンネルを通じてルーティングされます。リターントラフィックをルーティン

グするには、同じルータ間に別の単方向トンネルを作成する必要があります。たとえば、ルー

タ Aはトンネル 1のヘッドエンド、ルータ Bはテールエンドであり、これは単方向トンネル
です。別の単方向トンネルを作成する必要があります。たとえば、ルータ Bをヘッドエンド
とし、ルータ Aをテールエンドとするトンネル 2です。

双方向 TEトンネル（Bidirectional TE Tunnel）
相互接続されている LSRペアの間に確立された 2つの単方向 TEトンネルを互いにバインドし
て、双方向で相互にルーティングされた TEトンネルを形成することができます。単方向トン
ネルのバインドは、トンネルの送信元アドレスと宛先アドレス、グローバル ID、関連付け ID、
および関連付けアドレスに基づきます。たとえば、2つの単方向トンネル（トンネルCとトン
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ネル D）によって接続されたルータ Aとルータ Bをバインドして、次の条件が満足された場
合にのみ、双方向 TEトンネルを形成できます。

•トンネル Cの送信元アドレスがトンネル Dの宛先アドレスであり、トンネル Dの送信元
アドレスがトンネル Cの宛先アドレスである。

•トンネル CおよびトンネルDのグローバル ID、関連付け ID、および関連付けアドレスが
同じである。トンネルの関連付け IDと関連付けアドレスはシステムで定義されており、
トンネル用のグローバル IDを割り当てる必要があります。

双方向 TEトンネルは、RSVP-TEのセキュリティ機能を継承します。

MPLS TE 3リンク
2つのデバイス間のトラフィックエンジニアリングリンクを有効にするには、デバイスの両端
で次のインターフェイスなどを設定する必要があります。

•ループバックインターフェイス

•イーサネットインターフェイス

• BDIインターフェイス

• OSPF、RSVP、およびMPLS

• IS-ISおよび BGP

これらの設定は、Cisco EPN ManagerのMPLS TE 3リンクプロビジョニング機能を使用して実
行できます。

サポートされているシリアルサービス

シリアル通信では、シリアルポートは一度に1ビットずつ数バイトの情報を送受信します。シ
リアル通信は、より長い距離で使用できます。デバイス間のケーブル配線は、最大 1200メー
トルまで延長できます。シリアル通信はASCIIデータの送信に使用されます。通信は、地上、
送信、および受信の3つの伝送回線を使用して実行されます。シリアルは非同期であるため、
ポートは1つの回線でデータを送信しながら別の回線でデータを受信できます。その他の回線
はハンドシェイクに使用できますが、必須ではありません。

Cisco EPN Managerは、次のシリアルサービスタイプをサポートしています。

• RS232：ネットワーク内のデバイスをリンクしてシリアルデータの交換を可能にする標準
的な通信プロトコルです。デバイス間のデータ交換に使用されるパスの電圧を定義しま

す。一般的な電圧、信号レベル、共通のピンワイヤ設定、および最小限の制御信号を指定

します。RS232インターフェイスは、短距離および低速要件に適しています。RS232-RS422
ポイントツーポイントサービスは、RS232サービスと RS422サービスの設定時に対応す
るメディアタイプを選択することで設定できます。

• RS485：複数のデバイスの単純なネットワークを形成するために使用される通信バスを定
義する EIA/TIA標準規格です。RS485インターフェイスは、シングルペアケーブルを使
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用してシンプレックスモードまたは半二重モードで使用できます。全二重または同時送受

信操作は、2ペアケーブルで実装できます。このインターフェイスは、長距離にわたって
高速であることが求められる場合に使用されます。

• RS422：RS232よりも長い距離と高速のボーレートを実現するように設計された EIA/TIA
標準規格です。シリアルデータ回線を介した高速でのデータ伝送を可能にするため、RS422
は最大100 kbpsのデータレートと最大 4000フィートまでの距離に対応しています。RS422
は差動トランスミッタと受信機を使用して伝送技術のバランスをとっています。差動ドラ

イバを使用できるようにするため、RS422は 4本の導体ケーブルを使用します。さらに、
1本のケーブルに最大 10台の受信機を設置でき、マルチポイントネットワークまたはバ
スを提供できます。

• rawソケット：IPネットワークを通じてシリアルデータを転送するための方法です。raw
ソケットは、リモート端末ユニット（RTU）から遠隔監視制御・情報取得（SCADA）デー
タを転送します。rawソケットは、ポイントツーポイント接続とポイントツーマルチポイ
ント接続をサポートします。rawソケットは、非同期シリアル回線を介したポイントツー
マルチポイント接続をサポートし、組み込み自動 TCP接続再試行メカニズムを備えてい
ます。同期 RS232、RS422 P2MPオプションを選択し、[同期（Synch）]オプションとメ
ディアタイプオプションを選択して rawソケットを設定できます。

回線/VC検出の概要
Cisco EPN Managerは、サービス検出機能を使用して、ネットワーク内に存在する回線/VCを
自動的に検出します。[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [システム設定（System
Settings）]でサービス検出機能が有効になっていることを確認します。サービス検出の有効化
および無効化を参照してください。

回線/VC検出は、デバイスレベルのインベントリ検出に依存し、次の2つの部分で構成されて
います。

•リソースに対するサービス（RFS）の検出：RFSは、異なるデバイス上のリソース間の関
係を表します。RFS検出時に、デバイスレベルのオブジェクトとネットワークレベルの
オブジェクトが作成されます。デバイスレベルの RFSオブジェクトは、デバイスレベル
設定の回線/VC設定部分を表します。ネットワークレベルの RFSオブジェクトは、デバ
イスまたはその他のネットワークレベルのオブジェクトを集約して、ネットワークレベ

ルのエンティティを表します。

•顧客向けサービス（CFS）マッチング：CFSは、回線/VCの顧客向けデータを表します。
CFSは検出されたRFSから派生し、ネットワーク内の回線/VCのエンドポイントを表しま
す。CFS検出時に、検出された RFSオブジェクトに対して CFSオブジェクトが作成され
ます。

検出は、Cisco EPNManagerで進行中のプロセスです。Cisco EPNManagerの使用を開始したと
きに、ネットワークに存在する回線/VCが検出されます。後で、プロビジョニングウィザード
を使用して回線/VCのプロビジョニングを開始すると、Cisco EPN Managerはプロビジョニン
グされた回線/VCを検出し、回線/VCで使用されるリソースとネットワークから検出されたリ
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ソースとの間の一致を検索します。検出された回線/VCとプロビジョニングされた回線/VCの
間に一致が見つかった場合、検出された CFSにプロビジョニングされた CFSからの情報がコ
ピーされます。

Cisco EPN Managerでは、プロビジョニングされたバージョンと検出されたバージョンを比較
して、デバイス設定で行われた可能性のある変更を識別し、必要に応じて調整を行うことがで

きます。回線/VCのプロビジョニングされたバージョンと検出されたバージョンの比較と調整
を参照してください
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


